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Cefaclorの 臨 床 的 検 討
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新しい経口用セファロスポリン系抗生物質であるCefaclorの 試験管内における各種細菌に対する

抗菌力は,現 在市販されている経口用セファロスポリン系抗生物質よりも優れているか,ま たは同等

であり,そ の臨床効果が期待された。

尿路感染症11例(急 性膀胱炎7例,急 性腎孟腎炎3例,慢 性腎孟腎炎1例),気 道感染症5例

(急性咽頭炎1例,急 性気管支炎4例)にCefaclorを 使用し,有 効14例,や や有効1例,無 効

1例 の成績を得,期 待通りの臨床効果をみた。副作用として,16例 中1例 に発疹を認めたが,抗 ヒ

スタミン剤の併用にて本剤投与継続が可能であった。各種臨床検査成績に関してはCefaclorに よる

と断定できる異常値は認めなかった。

緒 言

Cefaclorは 米国Eli Lilly社で開発された経口用のセファロ

スポリン系抗生物質で,化 学構造上,3位 に直接クロール原子

が結合しているのが特徴である。本剤は従来の経口用セファロ

スポリン系抗生物質に比べ,抗 菌力の増大,ス ペクトラムの拡

大が認められ,特 に,短 時間で強い殺菌作用を示すことが明ら

かにされている。

私共はCefaclorの 臨床効果について検討したので,そ の成

績を報告する。

症例および方法

昭和52年11月 か ら昭和53年9月 までの11カ

月間における新潟大学医学部附属病院第二内科,水 原郷

病院内科,新 潟県立津川病院内科の入院および外来受診

患者で,尿 路感染症または気道感染症と診断 された16

症例を対象にCefaclorを 投与し,そ の効果および副作

用について検討した。

患者は16才 から71才 までの男性5例,女 性11

例 で,入 院4例,外 来12例 であった。 疾患の内訳は

急性膀胱炎7例,急 性腎孟腎炎3例,慢 性腎孟腎炎1

例,急 性咽頭炎1例,急 性気管支炎4例 であった。

Cefaclorの 経 口投与量は1日250mg×2,×3,×

4の3通 りで,投 与期間は3～21日 間であった。

効果の判定は,尿 路感染症では尿中からの検出菌の消

長をみた細菌学的効果と自他覚症状の改善をみた臨床効

果の2面 か ら実施し,気 道感染では すべて起炎菌不明

であったので,自 他覚症状の改善のみをみて行なった。

臨床効果については主治医の意見を採用し,ほ とんどが

軽症例であったために,有 効,や や有効,無 効の3段

階に分けて判定した。

成 績

各症例についての概要はTable1に 示 した。個々の

症例についての検討は省略するが,疾 患別に臨床効果を

まとめるとTable2の ようになる。尿路感染症では,

急性膀胱炎の7例,急 性腎孟腎炎の3例,慢 性腎孟腎

炎の1例 が共に有効であった。気道感染症 では,急 性

咽頭炎の1例 は無効で,急 性気管支炎の4例 中3例

有効,1例 にやや有効であった。

起炎菌をみると,気 道感染症の5例 はいずれも不明

であり,急 性腎孟腎炎の1例 では受診する前に抗生物

質が投与 されて いたために,細 菌は分離できなかった

が,そ の他の尿路感染症では,い ずれも105/ml以 上

の細菌を分離した。その内訳はE.coli8例,K.pneu-

monine1例,S.faecalis1例 で,い ずれもCefaclor

の投与により細菌は完全に消失し,細 菌学的効果は有効

とした。

副作用については,Table1右 端に示した如くで,1

例に投与後4日 目より全身の〓痒感と時折のじん麻疹

様発疹を認めたが,抗 ヒスタミン剤を併用しながら投与

続行可能であった。他の15例 については,副 作用は全

く認めなかった。

Cefaclor投 与前後で行なった赤血球数,血 色素量
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ヘマ トクリット,白 血球数,白 血球像,血 小板数,GOT,

GPT,ア ルカリフォスファターゼ(Al-P),血 清 ビリル

ビン量,BUN,血 清 クレアチニンなどの結果をTable3

に示した。

Cefaclor投 与前後とも検査を 施行されて いた症例は

検血8例,白 血球像4例,血 小板数2例,肝 機能9

例,血 清ビリルビン7例,BUN8例,血 清クレアチニ

ン6例 に過ぎず,不 十分なデータではあるが,Cefaclor

投与後に明らかな異常値を示したのは症例5の 白血球

数のみであった。 この症例では,Cefaclor投 与前 に白

血球数7,100/mm3で あ ったのが,投 与後に2,400/m

m3に 減少 し,そ の3日 後には4,600/mm3に 回復して

いた。 しかし,白 血球像は正常であり,Challengeは

行なっておらず,Cefaclorと の因果関係は はっきりし

なかった。

考 按

11人 の尿路感染症患者と5人 の気道感染症患者 に対

してCefaclorに よる治療を行ない,臨 床効果と副作用

の検討を行なった。

尿路感染症(急 性膀胱炎7例,急 性腎孟腎炎3例,

慢性腎孟腎炎1例)で は良好な効果が得られ,有 効率

は100%で あった.尿 路感染症の起炎菌はEcoliが 圧

倒的に多く,8株 で,K.pneumoniae1株,S.faecalis

1株 であったが,全 例に菌消失が見られた。

また,気 道感染症(急 性咽頭炎1例,急 性気管支炎

4例)で は,い ずれも起炎菌は不明で,有 効3例,や

や有効1例,無 効1例 であった。

Cefaclor投 与 中の副作用として,発 疹が1例 にみら

れたが,胃 腸障害のような経口剤に多くみられる副作用

は出現しなかった。また,本 剤投与前後の各種臨床検査

成績では,Cefaclorに よると断定できる異常値を認め

なかった。

現在市販されている経口用セファロスポリン系抗生物

質にはCephalexin,Cephaloglycin,Cefradineが あ

るが,Cefaclorは これらの3つ の抗生剤に比べ,グ ラ

ム陽性,陰 性菌に対する試験管内での抗菌力が優れてお

り,ま たH.influenxaeま でスペクトラムが拡大された

薬剤 であり1～6),臨床的 にも良好な効果が 予想された

が,私 共の臨床成績において も特に尿路感染症に対 して

は1日750mg投 与で100%と 高 い有効率を示し,1

日750mg分3で 十分であると期待通 りの結果であっ

た。また,呼 吸器感染症に対しては軽症ないし中等症に

は1日750mgで ある程度の効果は期待されるが,重

症例については1日 投与量,投 与回数の検討を含めて,

今後さらに症例をかさねての検討が必要と思われた。
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CLINICAL STUDIES ON CEFACLOR
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Cefaclor was orally administered to 11 patients with urinary tract infection and 5 patients with respira-

tory tract infection. The patients received the drug for 3 to 21 days in doses of 0.5 to 1 g/day. All pa-

tients with urinary tract infection and 3 of 5 patients with respiratory tract infection responded well to

therapy. For the side effect of cefaclor, there was rash in only one patient.


